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1

定時総会を開催
１　

定
時
総
会
概
要

３　

来
賓
挨
拶

２　

開
会
挨
拶
要
旨

　

令
和
元
年
度
定
時
総
会
を
令
和
元
年
６
月
12
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
、
北
海
道
議
会
村
田
憲
俊
議
長
、
北
海
道
水
産
林
務
部
中
田
克
哉

部
長
、
野
村
企
画
調
整
担
当
課
長
、
高
橋
水
産
企
画
グ
ル
ー
プ
主
幹
を
迎
え
ま

し
た
。

　

総
会
は
、
川
崎
一
好
代
表
理
事
会
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
各
議
案
の
審
議

を
行
い
、
上
程
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

︵
１
︶
北
海
道
議
会
議
長　

村
田�

憲
俊�

様

　

本
道
の
水
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
幹
魚
種
の
ホ
タ
テ
や
昆
布
の
ほ
か
、
イ
ワ

シ
が
好
調
で
し
た
が
、
災
害
や
気
候
変
化
に
よ
る
減
産
の
影
響
で
、
漁
業
は
も
と
よ

り
水
産
加
工
業
な
ど
地
域
の
関
連
産
業
に
お
い
て
も
、
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
水
産
業
・
漁
村
は
、
地
域
経
済
と
雇
用
を
支
え
る
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
と
共
に
、
そ
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
通
じ
て
、
道
民
、
国
民
の
暮
ら
し
と
健

康
を
守
り
、
文
化
や
安
全
な
地
域
社
会
の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
議
会
と
し
て
も
、北
海
道
水
産
会
の
皆
様
と
連
携
・

協
力
し
、要
請
活
動
や
必
要
な
予
算
の
確
保
に
努
め
る
な
ど
、

本
道
水
産
業
・
漁
村
の
発
展
の
た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

︵
２
︶
北
海
道
水
産
林
務
部
長　

中
田�

克
哉�

様

　

昨
年
の
漁
業
生
産
量
は
、
イ
ワ
シ
の
増
加
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
地
撒
き
ホ
タ
テ
貝

な
ど
の
回
復
に
よ
り
、
３
年
ぶ
り
に
１
０
０
万
ト
ン
を
超
え
、
生
産
回
復
の
兆
し
が

見
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
低
水
準
で
す
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
漁
業
生
産

の
回
復
・
安
定
化
を
図
る
た
め
、
生
産
が
減
少
し
て
い
る
、
養
殖
ホ
タ
テ
貝
や
秋
さ

け
な
ど
の
生
産
回
復
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
末
の
漁
業
法
の
改
正
に
よ
り
、
漁
業
権
・
漁
業
許
可
制
度
の
見
直
し

や
新
た
な
資
源
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、
本
道
水
産
業
は
大
き
な
変
革
期
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
ホ
ッ
ケ
や
カ
レ
イ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
漁
業
者
が
実
践
し
て
き
た
よ

う
な
、
本
道
の
実
情
を
踏
ま
え
た
適
切
な
資
源
管
理
や
海
域

特
性
に
応
じ
た
栽
培
漁
業
の
一
層
の
推
進
、
近
年
増
加
し
て

い
る
イ
ワ
シ
や
ブ
リ
の
有
効
活
用
な
ど
、
安
全
で
良
質
な
道

産
水
産
物
の
消
費
や
輸
出
拡
大
な
ど
を
進
め
、
本
道
水
産
業

の
体
質
強
化
と
漁
村
の
活
力
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

本
道
を
取
り
巻
く
近
年
の
漁
業
状
況

は
、
隣
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
と
の
関
係
が
こ

こ
に
来
て
大
き
く
変
化
し
て
来
て
い
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
３
年
前
の
ロ
シ

ア
２
０
０
海
里
内
の
サ
ケ
マ
ス
流
し
網
漁

業
の
禁
止
措
置
、
四
島
周
辺
海
域
の
安
全

操
業
に
お
け
る
事
実
上
の
管
轄
権
の
行
使
要
求
、
昨
年
12
月
の
日
ロ
地
先
漁

業
交
渉
が
ま
と
ま
ら
ず
越
年
に
な
っ
た
事
に
加
え
、
政
府
が
進
め
て
い
る
日

ロ
共
同
経
済
活
動
も
今
後
の
展
開
が
不
透
明
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
関
係
は
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

道
内
に
お
い
て
は
、
噴
火
湾
の
ホ
タ
テ
貝
の
水
揚
が
前
年
同
期
比
７
割
減

産
と
な
る
見
通
し
に
あ
り
、
道
南
の
ス
ル
メ
イ
カ
は
昨
年
同
様
、
今
夏
も
不

漁
が
続
く
と
の
予
想
が
出
さ
れ
て
い
る
等
、
本
道
の
漁
業
情
勢
も
依
然
と
厳

し
さ
が
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　
　

　

そ
う
し
た
中
、
国
は
昨
年
、
70
年
ぶ
り
に
将
来
の
水
産
業
を
成
長
産
業
と

位
置
付
け
る
べ
く
漁
業
法
の
抜
本
改
正
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
は

法
に
基
づ
く
具
体
的
な
施
策
の
展
開
を
図
る
為
の
政
・
省
令
の
改
正
が
本
格

化
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
本
会
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
海
浜
の

現
状
を
踏
ま
え
、
会
員
の
皆
様
方
と
の
連
携
を
一
層
強
め
、
道
や
関
係
漁
業

団
体
と
と
も
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
行
く
事
に
よ
り
、
令
和
と
い
う
新
し 川崎会長挨拶

村田議長挨拶中田部長挨拶

い
時
代
に
、
漁
業
者
の
夢
と
希
望
を
切
り
開
い
て
行
け
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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3 2

（
１
）
水
産
政
策
の
推
進
に
関
す
る
事
業

　

① 

水
産
資
源
の
持
続
的
な
利
用
と
栽
培
漁
業
の
推
進

　

② 

人
材
の
育
成
・
確
保
、
魅
力
あ
る
漁
業
経
営
の
展
開

　

③  

安
全
・
安
心
な
水
産
物
の
安
定
供
給
と
競
争
力
の 

       

強
化

　

④     

環
境
と
調
和
し
た
水
産
業
の
展
開
と
安
全
で
活
力

　
あ
る
漁
村
の
構
築

　

⑤ 

水
産
業
・
漁
村
が
有
す
る
多
面
的
な
機
能
の
発
揮

　

⑥ 

原
発
関
連
対
策
の
推
進

　

⑦ 

国
際
貿
易
交
渉
の
対
策
と
支
援

（
２
）
水
産
業
安
定
対
策
の
確
立
に
関
す
る
事
業

　

① 

食
育
・
魚
食
普
及
研
修
会
・
料
理
教
室
の
開
催

　

②  

漁
業
就
業
者
の
減
少
と
高
齢
化
に
対
応
し
た
人
材

　
の
確
保
と
育
成

　
　

 

ア 

漁
業
就
業
情
報
の
収
集
と
発
信

　
　

 

イ 

漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
の
開
催

　
　

 

ウ 

新
規
漁
業
就
業
者
の
確
保
・
育
成

　

 　

エ 

新
規
漁
業
就
業
研
修
生
と
の
面
談

　
　

 

オ 

新
規
漁
業
就
業
者
の
資
格
取
得
へ
の
支
援

（
３
）
国
際
漁
業
対
策
の
推
進
に
関
す
る
事
業

　

① 

政
府
間
・
民
間
漁
業
協
定
の
締
結
促
進

　

②  

国
際
漁
業
情
報
の
収
集
と
会
員
へ
の
提
供
、
業
界

       

の
意
見
調
整

　

③ 

関
係
国
大
使
館
、
領
事
館
と
の
連
携
強
化

１　

事
業
実
施
会
計

（
１
）
貝
殻
島
区
域
昆
布
採
取
協
定
対
策
に
関
す
る
事
業

　

① 

両
国
間
の
交
渉
円
滑
化
促
進

　

② 

見
学
者
の
受
入
及
び
採
取
量
の
報
告

　

③ 

採
取
権
料
等
の
事
務

（
２
）
北
方
海
域
出
漁
者
経
営
安
定
支
援
事
業

　

① 

北
方
海
域
出
漁
者
経
営
安
定
支
援

　

② 

操
業
指
導
会
議
等
の
開
催

（
３
）
海
外
漁
場
入
出
域
等
通
報
管
理
事
業

　

① 

船
別
漁
獲
量
の
定
例
報
告

（
４
）
北
方
四
島
周
辺
海
域
操
業
対
策
事
業

　

① 

政
府
間
協
定
に
基
づ
く
覚
書
の
締
結

　

② 

協
力
金
等
の
送
金
事
務

（
５
）
旧
漁
業
権
者
救
済
等
対
策
に
関
す
る
事
業

　

① 

国
な
ど
に
対
す
る
要
請
活
動

（
６
）
会
員
並
び
に
他
産
業
団
体
等
と
の
連
絡
協
調
に
関

        
す
る
事
業

　

① 

在
札
会
員
団
体
役
員
定
例
懇
談
会
の
開
催

　

② 

水
産
関
係
懇
談
会
の
開
催

　

③ 

他
産
業
団
体
と
の
連
絡
協
調

　

④ 

会
報
の
発
行

　
（
監
事
）

　

監
事　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

伸
一　

再
任

　

監
事　
　
　
　
　
　
　

高
須
賀　

茂
之　

再
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
２
名

２　

退
任
役
員

　

副
会
長
理
事　
　
　
　

横
内　

武
久　

退
任

　

常
務
理
事　
　
　
　
　

伊
吹　

勇
晴　

退
任

　

理
事　
　
　
　
　
　
　

浜
島　

清
剛　

退
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
３
名

　

今
回
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
任
期
満
了
に
伴
い
理

事
及
び
監
事
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
結
果

１　

就
任
役
員

　
（
理
事
）

　

代
表
理
事
会
長　
　

川
崎　

一
好　

再
任

　

代
表
理
事
副
会
長　

山
崎　

峰
男　

再
任

　

副
会
長
理
事　
　
　

深
山　

和
彦　

新
任

　

副
会
長
理
事　
　
　

山
田　

邦
雄　

再
任

　

副
会
長
理
事　
　
　

永
澤　

二
郎　

再
任

　

常
務
理
事　
　
　
　

小
川　

智
靖　

新
任

　

理
事　
　
　
　
　
　

亀
田　

元
教　

再
任

　

理
事　
　
　
　
　
　

安
田　

順
一　

再
任

　

理
事　
　
　
　
　
　

小
倉　

啓
一　

再
任

　

理
事　
　
　
　
　
　

内
村　

武
夫　

再
任

　

理
事　
　
　
　
　
　

津
田　

要　
　

再
任

　

理
事　
　
　
　
　
　

菊
地　

英
治　

再
任

　

理
事　
　
　
　
　
　

吉
田　

克
哉　

新
任

　

理
事　
　
　
　
　
　

松
田　

一
志　

再
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
14
名

　　

山
田
邦
雄
副
会
長
理
事
に
置

か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
元
年
６

月
17
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

生
前
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
、
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

２　

そ
の
他
会
計

　

本
会
事
業
を
管
理
す
る
た
め
、
毎
年
度
経
常
的
に
要

す
る
費
用
及
び
総
会
・
理
事
会
等
の
開
催
に
伴
う
経
費

の
会
計
を
実
施

３　

法
人
会
計

平
成
30
年
度
事
業
計
画
の
実
施
事
項

任
期
満
了
に
伴
う
理
事
及
び
監
事
の
選
任
に
つ
い
て

理
事
会
の
開
催
に
つ
い
て

北
方
地
域
漁
業
権
を
め
ぐ
る
活
動

平
成
30
年
度
第
４
回
理
事
会

　

平
成
30
年
度

第
４
回
理
事
会

を
平
成
31
年
３

月
14
日
に
開
催

致
し
ま
し
た
。

　

議
案
の
内
容

は
、
令
和
元
年

度
事
業
計
画

（
案
）
及
び
収
支

予
算
（
案
）
で

あ
り
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

令
和
元
年
度
第
１
回
理
事
会

　

令
和
元
年
度
第
１
回
理
事
会
を
令
和
元
年
５
月
13
日

に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

議
案
の
内
容
は
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

実
績
、
財
産
目
録
で
あ
り
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
第
２
回
理
事
会

　

令
和
元
年
度
第
２
回
理
事
会
を
令
和
元
年
６
月
12
日

に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

議
案
の
内
容
は
、
代
表
理
事
、
副
会
長
理
事
、
常
務

理
事
の
選
任
で
あ
り
、
前
記
の
通
り
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
小
倉
啓
一
支
部
長
挨
拶
、
小
川
来
賓
挨

拶
に
続
き
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、

令
和
元
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
収
支
予
算
（
案
）
に

つ
い
て
の
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
席
委
員
か
ら
は
「
自
由
訪
問
で
色
丹
島
を

訪
問
し
た
際
、
ア
ナ
マ
湾
の
付
近
に
立
派
な
加
工
施

設
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
発
展
を
感

じ
た
。
領
土
問
題
の
進
展
も
大
事
だ
が
、
漁
業
権
の
問

題
が
置
き
去
り
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
最
善
を
尽
く
し
て
頂

き
た
い
」「
北
海
道
弁
護
士
連
合
会
が
設
置
し
た
北
方

領
土
旧
漁
業
権
調
査
特
別
委
員
会
も
既
に
年
数
が
経

過
し
て
お
り
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
の
関
わ
り
が
無

く
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、

ま
た
精
通
し
て

い
る
方
が
少
な

く
な
っ
て
い
る

可
能
性
も
あ
る

た
め
、
北
海
道

弁
護
士
連
合
会

へ
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
確

認
し
て
は
ど
う

か
。」
な
ど
の
活

発
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

定時総会開催

理事会の開催

　

６
月
25
日
、

根
室
市
の
北

方
四
島
交
流

セ
ン
タ
ー
（
愛

称
ニ
ホ
ロ
）
に

て
北
方
地
域

漁
業
権
補
償

推
進
委
員
会

根
室
支
部
総

会
が
開
催
さ

れ
、
本
会
常

務
小
川
が
出

席
し
ま
し
た
。

北方地域漁業権補償推進委員会

小倉支部長挨拶小川常務挨拶
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国
の
水
産
政
策
及
び
予
算
に
関
す
る
中
央
要
請
活
動
を
実
施
!!

　

本
会
は
、
国
の
新
た
な
水
産
基
本
計
画
や
北
海
道
水
産
業
・
漁
村
振
興
推
進
計
画

に
即
し
た
本
道
水
産
業
・
漁
村
の
振
興
発
展
の
た
め
、
令
和
２
年
度
国
の
水
産
政
策

及
び
予
算
編
成
に
対
す
る
系
統
団
体
や
関
係
業
界
団
体
の
意
向
を
取
り
ま
と
め
、
道

や
道
議
会
、
会
員
団
体
と
と
も
に
、
７
月
29
日
と
30
日
の
両
日
に
関
係
省
庁
や
国
会

議
員
に
対
し
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

  

近
年
の
本
道
漁
業
の
情
勢
は
、
資
源
の
減
少
や
漁
業
就
業
者
の
高
齢
化
・
担
い
手

不
足
に
直
面
す
る
と
伴
に
、
台
風
等
の
自
然
災
害
や
海
洋
環
境
の
変
動
な
ど
に
よ
り
、

水
揚
げ
は
暫
減
傾
向
に
あ
り
、
漁
業
環
境
を
取
り
巻
く
状
況
は
一
段
と
厳
し
く
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
は
昨
年
、
70
年
ぶ
り
に
将
来
の
水
産
業
を
成
長
産
業
と
位
置
づ
け
る
べ

く
漁
業
法
の
抜
本
改
正
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
本
道
水
産
業
界
と
し
て
は
、
さ
ら
な
る
資
源
の

造
成
や
漁
場
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
漁
業
者
の
経
営
の
安
定
を
図
り
つ
つ
、
我
が

国
固
有
の
魚
食
文
化
と
豊
か
な
海
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

○
新
た
な
海
面
利
用
制
度
に
向
け
た
漁
業
秩
序
の
確
立

　

・
漁
業
権
付
与
の
基
準
の
明
確
化
を
図
る
こ
と

　

・ 

Ｉ
Ｑ
（
個
別
割
当
）
の
導
入
に
つ
い
て
、
多
様
性
の
あ
る
沿
岸
漁
業
に
配
慮
す
る
こ
と

　

・ 

漁
船
の
大
型
化
に
よ
り
水
産
資
源
や
そ
の
他
漁
法
の
操
業
に
影
響
が
で
な
い
よ

　
う
に
す
る
こ
と

　

・ 

指
定
漁
業
の
許
可
体
系
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
漁
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
そ
の

　
他
漁
業
者
が
意
見
・
要
望
等
を
提
出
す
る
機
会
を
新
た
に
設
け
る
こ
と

　

○
資
源
減
少
が
著
し
い
魚
種
に
対
す
る
即
効
性
の
あ
る
資
源
増
大
対
策

　

・ 

ホ
ッ
ケ
等
資
源
が
低
位
に
あ
る
魚
種
に
つ
い
て
、
種
苗
生
産
・
放
流
技
術
を
確

　
立
し
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
栽
培
漁
業
を
推
進
す
る
こ
と

　

・ 

秋
鮭
の
孵
化
放
流
事
業
の
試
験
研
究
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
来
遊
減
少

　
の
原
因
を
分
析
し
、
効
果
的
な
資
源
回
復
措
置
を
講
じ
る
こ
と

　

・ 

養
殖
ホ
タ
テ
の
大
量
斃
死
に
対
す
る
資
源
回
復
・
増
大
に
向
け
た
対
策
の
強
化

　
を
図
る
こ
と

　

・ 

サ
ン
マ
、
イ
カ
等
回
遊
魚
種
に
つ
い
て
、
資
源
減
少
要
因
を
分
析
し
、
実
効
的

　
資
源
増
大
対
策
を
講
じ
る
こ
と

　

・
昆
布
資
源
増
大
の
た
め
の
調
査
研
究
の
拡
充
と
早
期
実
用
化
を
図
る
こ
と

　

○ 

変
動
す
る
海
洋
環
境
や
海
域
の
特
性
に
合
致
し
た
効
果
的
な
資
源
回
復
・
増
大

対
策

　

・
海
洋
環
境
の
変
動
に
適
応
す
る
種
苗
生
産
な
ど
増
養
殖
技
術
を
確
立
す
る
こ
と

　

・ 

カ
キ
、
ア
サ
リ
、
ウ
ニ
、
ツ
ブ
、
ホ
タ
テ
等
、
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
等
に
基
づ
き
、

　
各
浜
に
て
自
ら
取
り
組
ん
で
い
る
栽
培
漁
業
へ
の
支
援
を
講
じ
る
こ
と

　

・ 

サ
ク
ラ
マ
ス
や
ニ
シ
ン
な
ど
地
域
の
特
性
の
高
い
回
遊
魚
種
に
対
し
、
継
続
的
、

　
効
果
的
な
資
源
増
大
対
策
を
は
か
る
こ
と

　

○ 

漁
業
の
担
い
手
・
後
継
者
確
保
対
策
と
各
種
制
度
等
を
活
用
し
た
漁
業
就
労
者

対
策
の
推
進

　

・ 

担
い
手
対
策
と
し
て
重
要
施
策
の
一
つ
で
あ
る
現
行
漁
船
リ
ー
ス
事
業
の
拡
充

　
強
化
を
は
か
る
こ
と

　

・ 

日
本
海
海
域
ス
ル
メ
イ
カ
の
外
国
漁
船
漁
獲
に
よ
る
資
源
減
少
に
対
す
る
対
策

　
を
図
る
こ
と

　

・ 

公
海
さ
ん
ま
資
源
の
管
理
に
つ
い
て
、
北
太
平
洋
公
海
資
源
保
存
条
約
に
基
づ

　
く
実
効
性
あ
る
国
際
的
な
資
源
管
理
体
制
の
早
期
確
立
と
実
施
を
図
る
こ
と

１　

�

国
の
「
水
産
政
策
の
改
革
」
に
基
づ
く
本
道
漁
業
の
実
態
に
即
し
た
新
た
な

資
源
管
理
の
推
進
に
つ
い
て�

２　

浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
資
源
増
大
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

３　

�

漁
業
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
漁
業
経
営
の
安
定
と
強
化
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て

　

・ 

漁
業
法
改
正
に
関
係
す
る
政
省
令
、
通
達
の
制
定
、
経
過
措
置
等
に
つ
い
て
は
、

　
　

十
分
な
期
間
を
設
け
、
漁
業
者
の
理
解
を
得
た
上
で
定
め
る
こ
と

　

○
本
道
漁
業
に
即
し
た
適
切
な
資
源
管
理
の
推
進

　

・ 

Ｍ
Ｓ
Ｙ
（
最
大
持
続
生
産
量
）
等
に
基
づ
く
新
た
な
資
源
管
理
目
標
の
設
定
と

　
管
理
に
あ
た
り
、
拙
速
な
取
り
進
め
を
し
な
い
こ
と                              

　

・
精
度
の
高
い
資
源
評
価
に
基
づ
く
資
源
管
理
の
推
進
を
は
か
る
こ
と

　

・ 

ホ
ッ
ケ
（
道
北
系
群
）
や
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
（
日
本
海
北
部
系
群
・
太
平
洋
系
群
）

　
等
を
対
象
と
し
て
新
た
な
資
源
管
理
シ
ス
テ
ム
を
先
行
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い

　
て
、
拙
速
な
取
り
進
め
を
せ
ず
、
漁
業
経
営
に
配
慮
す
る
こ
と

　

・ 

Ｔ
Ａ
Ｃ
魚
種
の
追
加
や
新
た
な
資
源
管
理
目
標
等
に
よ
る
漁
獲
制
限
措
置
に
つ

　
い
て
、
複
数
の
魚
種
を
混
獲
す
る
沿
岸
漁
法
の
特
性
に
配
慮
す
る
こ
と

　

・ 

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
に
つ
い
て
、
来
遊
状
況
に
応
じ
た
弾
力
的
運
用

　
を
は
か
る
こ
と

　

・ 

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
に
お
い
て
漁
業
実
態
に
即
し
た
適
切
な
運

　
用
を
図
る
こ
と

　

・        

改
正
漁
業
法
に
伴
い
、
今
後
資
源
管
理
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
を
基
本
と
す
る
と
さ
れ
、     

　
早
期
に
漁
獲
量
ベ
ー
ス
で
８
割
を
目
指
す
と
さ
れ
た
が
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
魚
種
の
追
加
に

　
当
た
っ
て
は
、
精
度
の
高
い
資
源
評
価
に
よ
り
、
加
え
て
そ
の
妥
当
性
を
十
分
に

　
検
討
し
た
上
で
設
定
す
る
も
の
と
し
、
設
定
さ
れ
た
後
の
漁
業
経
営
と
社
会
経
済

　
へ
の
十
分
な
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

○
資
源
管
理
に
取
り
組
む
漁
業
者
へ
の
支
援
措
置

　

・ 
新
た
な
資
源
管
理
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
資
源
管
理
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、休
漁
・

　
減
船
等
に
よ
る
資
源
管
理
に
取
り
組
む
漁
業
者
・
漁
協
に
対
し
て
、
十
分
な
支

　
援
を
行
う
こ
と

　

○
資
源
に
見
合
っ
た
操
業
体
制
の
構
築

　

・ 

試
験
研
究
調
査
を
基
に
幼
稚
魚
、
未
成
魚
等
の
保
護
に
向
け
た
操
業
体
制
の
構

　
築
を
図
る
こ
と

第
１　

水
産
施
策
に
関
す
る
要
望

　

・ 

外
国
人
技
術
実
習
生
制
度
等
に
お
い
て
、
実
習
環
境
の
一
層
の
整
備
を
は
か
る

　
た
め
、
実
態
に
即
し
た
制
度
の
改
善
を
は
か
る
こ
と

　

・
新
規
漁
業
就
業
者
の
雇
用
や
育
成
支
援
体
制
の
拡
充
を
は
か
る
こ
と

　

・ 

個
人
版
事
業
承
継
税
制
の
対
象
資
産
に
、
漁
協
出
資
金
・
事
業
用
貯
金
等
を
含
め
、

　
贈
与
税
・
相
続
税
の
納
税
猶
予
並
び
に
減
免
等
課
税
の
特
例
措
置
を
講
じ
る
こ
と

　

○
漁
業
経
営
対
策
の
更
な
る
拡
充
強
化

　

・ 

計
画
的
な
設
備
投
資
に
よ
る
脆
弱
な
生
産
基
盤
の
安
定
と
国
際
競
争
力
の
強
化

　
を
は
か
る
た
め
の
各
種
漁
業
設
備
支
援
措
置
に
つ
い
て
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

　

・ 

漁
業
収
入
安
定
対
策
の
機
能
強
化
・
法
制
化
に
あ
た
り
、
現
行
制
度
の
改
善
と

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
対
象
魚
種
拡
大
に
伴
う
拡
充
対
策
に
取
り
組
む
こ
と

　

・
漁
業
用
燃
油
高
騰
対
策
事
業
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

　

・
漁
業
用
燃
油
に
対
す
る
免
税
還
付
措
置
の
恒
久
化
を
図
る
こ
と

　

○
先
行
き
不
透
明
な
貿
易
自
由
化
交
渉
に
対
す
る
対
応
策
の
強
化

　

・ 

現
在
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
い
る
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
協
定
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）

　
や
日
米
物
品
貿
易
協
定
（
Ｔ
Ａ
Ｇ
協
定
）
等
の
貿
易
自
由
化
交
渉
に
お
い
て
、
主  

      

要
水
産
物
を
関
税
撤
廃
な
ど
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
等
、
本
道
漁
業
へ
の
影
響
が

      

で
な
い
よ
う
交
渉
を
進
め
る
こ
と

　

・ 

既
に
発
行
済
み
で
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
や
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
等
の
協
定
に
つ
い
て
も
、 

   

新
た
に
本
道
漁
業
へ
の
影
響
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
影
響
回
避
措
置

      

を
講
じ
る
こ
と

　

・ 

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
・
マ
ダ
ラ
等
の
底
魚
資
源
を
適
正
に
保
存
・
管
理
し
、
資
源
の

       

持
続
的
利
用
を
図
る
た
め
、
適
正
な
価
格
で
の
取
引
は
不
可
欠
で
あ
り
、
無
秩
序

      

な
水
産
物
の
輸
入
自
由
化
を
認
め
な
い
こ
と

　

○
本
道
水
産
物
の
消
費
拡
大
と
円
滑
な
加
工
流
通
対
策
の
推
進

　

・ 

現
行
の
流
通
促
進
・
消
費
等
拡
大
対
策
事
業
等
の
制
度
拡
充
な
ど
に
よ
り
、
国  

      

内
外
の
消
費
拡
大
対
策
を
強
化
す
る
こ
と

　

・ 

道
産
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
む
け
て
、
地
産
地
消
を
含
む
食
育
活
動
の
推
進
を

      

は
か
る
こ
と

　

・ 

水
産
物
輸
出
を
拡
大
す
る
た
め
、
水
産
加
工
場
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
取
得
や
生

      

産
海
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
対
す
る
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
輸
出
手
続
き



7 6

      

の
簡
素
化
な
ど
に
つ
い
て
関
係
国
に
働
き
か
け
る
こ
と

　

○
水
産
政
策
の
改
革
に
向
け
た
漁
業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
金
の
拡
充
強
化

　

・ 
水
産
政
策
の
改
革
を
着
実
に
実
行
す
る
た
め
、
沿
岸
漁
業
者
等
が
必
要
と
す
る   

       
漁
業
近
代
化
資
金
の
融
資
枠
の
増
枠
を
図
る
こ
と

　

・ 

漁
業
の
成
長
産
業
化
推
進
の
た
め
、
各
補
助
事
業
実
施
に
伴
う
補
助
残
融
資
に 

    

つ
い
て
は
、
所
要
額
全
額
の
融
資
枠
を
確
保
す
る
こ
と
。
特
に
漁
協
系
統
団
体
が 

   

一
丸
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
漁
船
リ
ー
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、
確
実
に
融
資
枠

     

を
確
保
す
る
こ
と

　

○
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
の
拡
充
強
化

　

・ 

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
活
動
範
囲
を
拡
充
し
、
十
分
な
予
算
措
置  

      

を
行
う
こ
と

　

・ 

国
境
・
水
域
監
視
は
国
益
を
守
る
重
要
な
活
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
国
船
の

     

漂
流
・
漂
着
等
が
頻
発
し
て
い
る
現
状
下
、
漁
業
者
に
よ
る
国
境
・
水
域
監
視
等

      

の
活
動
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
を
図
る
こ
と

　

○
自
然
災
害
等
リ
ス
ク
に
対
す
る
防
災
体
制
の
強
化

　

・ 

近
年
、
大
型
低
気
圧
等
が
本
道
海
域
に
接
近
、
上
陸
し
、
漁
業
被
害
が
頻
発
し

     

て
い
る
こ
と
か
ら
、
流
木
対
策
を
含
む
未
然
防
止
対
策
並
び
に
早
期
復
旧
体
制
の

      

確
立
を
図
る
こ
と

　

○
豊
か
な
海
づ
く
り
に
向
け
た
河
川
・
海
洋
に
対
す
る
環
境
整
備

　

・ 

漁
場
環
境
保
全
の
た
め
、
森
林
や
河
川
環
境
の
整
備
と
藻
場
の
回
復
・
造
成
を

      

図
る
こ
と

　

・
農
業
・
開
発
由
来
に
よ
る
濁
水
等
流
出
等
の
防
止
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と

　

・
原
油
流
出
に
よ
る
海
洋
汚
染
防
止
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と

　

○
有
害
生
物
等
漁
業
被
害
対
策
の
拡
充
強
化

　

・ 

海
獣
類
（
ト
ド
、
ア
ザ
ラ
シ
、
オ
ッ
ト
セ
イ
、
ラ
ッ
コ
等
）
に
よ
る
漁
業
被
害

      

対
策
及
び
各
種
支
援
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

　

・
ホ
タ
テ
に
付
着
す
る
ザ
ラ
ボ
ヤ
被
害
対
策
の
推
進
を
図
る
こ
と

４　

�

水
産
業
の
成
長
産
業
化
の
基
盤
と
な
る
揺
る
ぎ
な
い
漁
場
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て

　

・
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

　

○
密
漁
防
止
対
策
の
更
な
る
推
進

　

・ 

密
漁
、
外
国
船
の
違
法
操
業
等
に
対
す
る
取
締
機
関
に
よ
る
監
視
・
取
り
締
ま

      

り
を
強
化
す
る
こ
と

　

・ 

密
漁
監
視
体
制
強
化
の
支
援
の
た
め
の
「
浜
の
活
力
再
生
交
付
金
」
に
つ
い
て
、

       

更
な
る
予
算
や
事
業
内
容
の
拡
充
を
図
る
こ
と

　

・
密
漁
品
の
流
通
防
止
に
向
け
た
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と

　

・
最
先
端
技
術
に
よ
る
密
漁
防
止
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と

　

○
原
発
関
連
諸
対
策
の
継
続

　

・
福
島
第
一
原
発
事
故
の
早
期
収
束
と
安
全
対
策
を
推
進
す
る
こ
と

　

・
国
内
外
の
風
評
被
害
対
策
と
新
た
な
風
評
被
害
の
未
然
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と

　

○
諸
外
国
に
よ
る
脅
威
等
に
対
す
る
漁
業
へ
の
影
響
回
避
対
策
の
強
化

　

・ 

外
国
不
審
船
に
対
し
、国
境
監
視
の
強
化
や
沿
岸
警
備
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

      

被
害
補
償
や
漂
着
物
処
理
に
つ
い
て
は
国
の
責
任
に
お
い
て
行
う
こ
と

　

・ 

北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
等
諸
外
国
か
ら
の
脅
威
に
対
し
、
漁
業
者
の
安

      

全
確
保
を
最
優
先
と
し
、
万
一
、
漁
業
者
が
被
害
を
被
っ
た
際
は
国
の
責
任
に
お

      

い
て
被
害
を
補
償
す
る
こ
と

　

○
各
海
域
の
特
性
に
応
じ
た
効
果
的
な
種
苗
生
産
放
流
事
業
に
対
す
る
支
援

　

・
ヒ
ラ
メ
や
マ
ツ
カ
ワ
な
ど
広
域
種
の
種
苗
生
産
放
流
事
業
へ
の
支
援
拡
大

　

・ 

二
枚
貝
や
ナ
マ
コ
な
ど
へ
の
初
期
餌
料
生
物
大
量
培
養
・
低
コ
ス
ト
生
産
技
術

      

開
発
へ
の
支
援

　

○
栽
培
漁
業
に
係
る
生
産
施
設
等
へ
の
支
援

　

・
種
苗
生
産
施
設
に
係
る
新
設
や
改
修
（
修
繕
含
む
）
等
へ
の
支
援
拡
大

　

・ 
老
朽
化
し
た
種
苗
生
産
施
設
に
対
す
る
施
設
診
断
や
診
断
に
基
づ
く
長
寿
命
化

      

対
策
へ
の
支
援

　

○
海
洋
環
境
等
の
変
化
に
対
応
し
た
栽
培
技
術
開
発
の
推
進

　

・ 

き
め
細
や
か
な
沿
岸
海
域
の
環
境
変
化
の
把
握
と
栽
培
対
象
種
へ
の
影
響
に
関

      

す
る
研
究
促
進

５　

資
源
増
大
に
向
け
た
栽
培
漁
業
の
推
進
に
つ
い
て

　

○
魚
病
対
策
の
充
実

　

・
魚
病
診
断
な
ど
研
究
予
算
の
充
実

　

・
感
染
予
防
の
た
め
の
施
設
診
断
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
な
ど
）

　

○
日
ロ
地
先
沖
合
漁
業
及
び
日
本
２
０
０
海
里
内
の
安
定
操
業
を
確
保
す
る
こ
と

　

○
貝
殻
島
区
域
昆
布
操
業
の
安
定
継
続
を
維
持
す
る
こ
と

　

○
四
島
周
辺
海
域
の
安
全
操
業
協
定
の
継
続
確
保
を
維
持
す
る
こ
と

　

○
ロ
シ
ア
漁
船
操
業
に
関
す
る
指
導
と
監
視
を
強
化
す
る
こ
と

　

○ 

ロ
シ
ア
水
域
さ
け
・
ま
す
流
し
網
漁
業
の
操
業
禁
止
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、
地
域
振
興
対
策
や
関
連
産
業
対
策
な
ど
引
き
続
き
特
段
の
支
援
を
図
る

こ
と

　

○
救
難
所
員
の
身
分
保
障
制
度
の
確
立

　

○
救
助
活
動
経
費
の
財
政
的
支
援

６　

ロ
シ
ア
連
邦
と
の
強
力
な
漁
業
外
交
の
継
続
と
操
業
の
安
定
確
保
に
つ
い
て

７　

ロ
シ
ア
水
域
さ
け
・
ま
す
流
し
網
漁
業
の
廃
止
に
関
す
る
支
援
に
つ
い
て

８　

水
難
救
難
所
の
救
助
活
動
の
体
制
整
備
に
つ
い
て

　

○
水
産
基
盤
整
備
事
業

　

○
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

　

○
漁
港
海
岸
整
備
事
業

　

○
必
要
な
事
業
量
を
実
施
で
き
る
予
算
の
確
保
を
図
る
こ
と

　

○
ゼ
ロ
国
事
業
費
枠
の
拡
大
確
保
に
よ
る
早
期
発
注
を
図
る
こ
と

　

○ 

水
産
業
強
化
支
援
事
業
費
（
さ
け
・
ま
す
種
苗
生
産
施
設
整
備
事
業
費
）
予
算

の
確
保

　

○
さ
け
・
ま
す
ふ
化
放
流
抜
本
対
策
事
業
費
予
算
の
確
保

　

○
さ
け
・
ま
す
放
流
体
制
緊
急
転
換
事
業
費
予
算
の
確
保

　

○ 

「
漁
業
人
材
育
成
総
合
支
援
事
業
（
新
規
漁
業
就
業
者
確
保
事
業
）」
を
継
続
し
、

必
要
な
予
算
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と

　

○ 

一
人
前
の
漁
師
を
確
実
に
確
保
・
育
成
す
る
た
め
に
、
長
期
漁
業
研
修
生
が
新

規
漁
業
就
業
し
た
時
の
収
入
が
不
安
定
な
一
定
期
間
、
安
定
し
た
収
入
を
確
保

す
る
給
付
金
等
（
農
業
並
み
）
の
新
た
な
支
援
制
度
を
設
け
る
こ
と

　

７
月
17
日
北
海
道
水
産
林
務
部
の
遠
藤
水
産
局
長
ほ
か
金
崎
技
監
、
生
田
担
当
局

長
や
関
係
課
長
等
を
招
い
て
、
令
和
元
年
度
第
１
回
目
の
在
札
水
産
業
関
係
団
体
役

員
と
の
定
期
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
令
和
元
年
度
２
定
予
算
に
お
け
る
水
産
関
係
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
」

と
「
令
和
２
年
度
国
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
提
案
・
要
望
」
及
び
、
中
央
要
請

の
日
程
が
道
水
産
林
務
部
か
ら
話
題
提
起
さ
れ
た
ほ
か
、
北
海
道
水
産
会
が
道
内
の

水
産
業
界
関
係
機
関
の
要
望
事
項
を
取
り
ま
と
め
た「
令

和
２
年
度
水
産
政
策
及
び
国
費
予
算
に
関
す
る
要
望
書

（
案
）」
に
つ
い
て
、
在
札
水
産
業
団
体
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。       

１　

漁
港
・
漁
場
、
海
岸
並
び
に
漁
村
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

２　

水
産
基
盤
整
備
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

３　

さ
け
・
ま
す
増
殖
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

４　

新
規
漁
業
就
業
支
援
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

第
２　

国
費
予
算
に
関
す
る
要
望

在
札
水
産
団
体
役
員
懇
談
会
を
開
催
！！

小川常務挨拶

遠藤水産局長挨拶

定期懇談会の様子
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◎　

日
本
２
０
０
海
里
水
域
内
に
お
け
る
さ
け
・
ま
す
漁

　

業
の
操
業
条
件
を
決
め
る
「
日
ロ
漁
業
合
同
委
員
会

　

第
35
回
会
議
」
が
３
月
18
日
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
お
い
て

　

開
催
さ
れ
、
次
の
条
件
内
容
で
３
月
22
日
に
妥
結
し
ま

　

し
た
。

●
漁
獲
量

　

漁
獲
量
の
上
限
は
、
シ
ロ
ザ
ケ
が
２
０
１
８
年
と
同
じ

５
０
０
ト
ン
、
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
等
も
２
０
１
８
年
と
同
じ

１
、５
５
０
ト
ン
と
な
り
ま
し
た
。

●
漁
業
協
力
費

　

ロ
シ
ア
へ
の
協
力
費
の
総
額
は
、
下
限
２
億
６
、
４
１

２
万
円
か
ら
上
限
３
億
13
万
円
の
範
囲
で
、
漁
獲
実
績
に

応
じ
て
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
２
０
０
海
里
水
域
に
お
け
る
さ

け
・
ま
す
交
渉
「
日
ロ
政
府
間
協
議
」
は
例
年
３
、４
月
に
政
府
間
交
渉
を
行
っ
て
来

ま
し
た
が
、
今
年
は
３
月
20
日
か
ら
３
月
22
日
の
間
で
モ
ス
ク
ワ
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
次
の
条
件
で
３
月
22
日
に
妥
結
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
２
０
１
９
年
の
ロ
シ
ア
２
０
０
海
里
水
域
に
お
け
る
我

が
国
漁
船
に
よ
る
ロ
シ
ア
系
さ
け
・
ま
す
流
し
網
代
替
漁
法
に
よ
る
試
験
的
な
漁
獲

に
関
す
る
操
業
条
件
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
前
述
の
交
渉
に
先
立
ち
、
関
係
団
体
の
代
表
ら
と
道
水
産
林
務
部
や
道

内
選
出
国
会
議
員
を
訪
れ
て
交
渉
へ
の
支
援
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
水
産
庁
と

外
務
省
で
は
、
交
渉
の
早
期
妥
結
と
操
業
の
安
定
確
保
の
た
め
、
操
業
の
諸
条
件
の

　

２
０
１
９
年
の
根
室
沖
合
・
貝
殻
島
区
域
の
昆
布
漁

業
の
操
業
条
件
を
決
め
る
交
渉
は
、
４
月
29
日
か
ら
モ

ス
ク
ワ
で
本
会
と
ロ
シ
ア
連
邦
漁
業
庁
と
の
間
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
日
本
側
の
代
表
は
本
会
の
山
崎
副
会
長
、

ロ
シ
ア
側
は
シ
マ
コ
フ
Ｓ
・
Ｖ
・
国
際
協
力
局
長
。

　

本
年
の
交
渉
は
、
昨
年
は
平
年
の
水
揚
げ
で
あ
っ

た
こ
と
を
受
け
、
採
取
権
料
の
増
加
な
ど
が
予
想
さ

れ
た
中
で
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
双
方
が
歩
み
寄
り
、
採
取
権
料
は
昨
年
と
同
様
の

９
０
、８
４
４
、６
０
０
円
で
、
昆
布
採
取
量
も
昨
年
と
同
様
の
３
、４
７
０
㌧
で
４
月

30
日
に
合
意
に
至
り
ま
し
た
。

　
《 

操 

業 

条 
件 
》

　

①
操
業
隻
数　

２
３
９
隻
（
前
年
２
４
１
隻
）

　

② 

操
業
期
間　

６
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
（
前
年
同
様
）

２
０
１
９
年　

日
ロ
漁
業
交
渉

１　

さ
け
・
ま
す
漁
業
交
渉

２　

貝
殻
島
区
域
昆
布
操
業
交
渉

整
備
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
、
近
年
の
日
本
２
０
０
海
里
内
で
の

さ
け
・
ま
す
流
し
網
漁
業
の
漁
獲
不
振
等
に
伴
う
漁
業

経
営
の
悪
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
川
崎
会
長
か
ら
直

接
吉
川
農
林
水
産
大
臣
へ
支
援
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

貝殻島昆布操業交渉

道水産林務部長へ要請

高崎先生への献花

出漁証明書伝達式

日ロ交渉の説明を行う
山崎副会長

昆布漁初出漁の見送りの様子

昆布水揚げの様子

魚種 ２０１９年 ２０１８年 摘要
ベニザケ 30.00 25.00 ＊１隻による試験操業

　（曳き網）　
＊2019年の入漁料
　約2,432万円
　（前年2,357万円）

シロサケ 30.00 25.00
カラフトマス 32.00 40.00
ギンサケ 0.00 3.00
マスノスケ 3.00 2.00

計 95.00 95.00

●ロシア２００海里内の漁獲割当量並びに入漁料

区分 ２０１９年 ２０１８年

漁獲量

・漁獲量の上限　
��シロザケ　　　　　500.0t　
��カラフトマス等　1,550.0t��
��計　　　　　　　2,050.0t

・�漁獲量の上限　
��シロザケ　　　　　500.0t　
��カラフトマス等　1,550.0t�
��計　　　　　　　2,050.0t

漁業
協力費

・2億6,412万円～　
��3 億 0,013万円の範囲で漁獲
��実績に応じて決定

・2億6,484万円～　
��3億 0,012万円の範囲で漁獲
��実績に応じて決定

●日本２００海里内の漁獲量

　

③ 

採
取
量　

褐
藻
類
３
、８
８
７
㌧
（
前
年
同
様
）

　

④ 

採
取
権
料　

９
０
、８
４
４
、６
０
０
円
（
前
年
同
様
）

　

⑤
機
材
供
与　

３
、５
０
０
千
円
（
前
年
同
様
）

　

ま
た
、
貝
殻
島
区
域
の
昆
布
操
業
は
、
事
前
の
前
浜
昆

布
の
生
育
調
査
の
結
果
、
今
年
は
春
先
の
流
氷
接
岸
等
も

あ
り
ま
し
た
が
例
年
並
み
の
繁
茂
状
況
か
ら
６
月
１
日
を

一
斉
出
漁
日
と
し
て
操
業
準
備
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が

６
月
１
日
は
時
化
の
こ
と
か
ら
６
月
２
日
に
初
出
漁
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
操
業
に
先
立
ち
、
５
月
31
日
に
は
歯
舞
漁
業
協
同
組
合
大
会
議
室
に
出
漁
者

を
始
め
多
く
の
関
係
者
が
参
集
し
、
出
漁
証
明
書
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
会
の

山
崎
副
会
長
か
ら
証
明
書
が
伝
達
さ
れ
、
出
漁
者
の
代
表
が
「
操
業
の
安
全
と
秩
序
あ

る
操
業
に
努
め
た
い
」
と
宣
誓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　６月 11 日に在札幌ロシア連邦総領事館において、
「ロシアの日」を記念したレセプションが開催されま
した。
　北海道の政財界や対ロ交流団体のほか、当会など
の水産業界も含めた多数の出席者で、会場はにぎや
かながらも和やかな空気に包まれていました。
　開会の挨拶でファブリーチニコフ・アンドレイ総
領事は、日露首脳が会談を重ねていることで両国関
係はいっそう進展していることを指摘するとともに、
地域レベルでも様々な分野での交流が進んでおり、
総領事館は非常に忙しい毎日で大変喜ばしいと話し
ました。また、近々札幌での勤務を終えて帰任する

「ロシアの日」記念レセプションへの出席

予定であることを表明し、今後もモスクワから日本
との交流を支えていきたいとの思いを語りました。
　参加者を代表して挨拶に立った中野副知事は、北
海道とロシアとの関係はさらに深まり、最近ではサ
ハリンや極東に限らず、ヨーロッパ・ロシアとの交
流も始まっていること、５月にモスクワで行われた
日露知事会談に鈴木知事が出席し、各地域との信頼
関係をいっそう深めたことを紹介しました。
　高橋道議会副議長による乾杯の後、出席者は料理
を囲みながらロビーやホール、中庭で歓談の会談に
花を咲かせ、交流を深めていました。

トピックス

貝殻島昆布操業交渉の様子

ファブリーチニコフ
総領事挨拶

高橋副議長挨拶 歓談の様子中野副知事挨拶
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北
海
道
水
産
会
が
「
食
育
・
魚
食
普
及
研
修
会
・
料
理
教
室
」
の
事
業
を
始
め
て

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
10
年
の
間
に
、
延
べ
１
０
２
件
、
３
、７
０
０
人
以
上
（
令
和
元
年
度
含
ま
な

い
）
の
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
、
各
種
学
校
生
及
び
一
般
成
人
の
方
々

が
参
加
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。（
表
‐
１
）

　

対
象
者
は
小
学
生
が
多
く
、
今
、
子
供
の
魚
離
れ
が
増
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
か
ら
で
、
今
後
も
小
学
生
を
対
象
と
し
た
魚
食
が
増
え
て
い
く
傾
向
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

食
材
と
し
て
使
わ
れ
た
の
は
サ
ケ
・
ホ
タ
テ
ガ
イ
が
多
く
、
次
い
で
イ
カ
、
昆
布

な
ど
、
道
産
、
地
域
特
産
の
も
の
を
生
か
し
た
企
画
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

市
町
村
別
で
み
る
と
、
函
館
市
、
旭
川
市
が
12
回
で
一
番
多
く
、
次
い
で
北
見
市
、

福
島
町
が
８
回
、
稚
内
市
、
北
見
市
が
７
回
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

道
南
地
域
が
多
く
、
海
に
面
し
て
い
る
地
域
の
開
催
が
目
立
ち
ま
す
。

　

今
後
は
内
陸
部
で
も
開
催
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
水
産
会
も
も
っ
と
ア
ピ
ー

ル
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
既
に
５
月
に
中
標
津
東
小
学
校
で
「
漁
師
さ
ん
の
出
前
授
業
」、
７
月
に

三
笠
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
で
「
出
前
授
業
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
予
定
と
し
ま

し
て
は
、９
月
に
は
京
極
町
、帯
広
市
で
、10
月
に
は
旭
川
市
で
、11
月
に
は
岩
見
沢
市
、

函
館
市
、
12
月
は
釧
路
市
、
来
年
２
月
に
は
帯
広
市
と
開
催
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会
・
漁
協
青
年
部
連
絡
協
議
会
・
漁
業
士
会
の
皆
様
、
さ

ら
な
る
開
催
の
ご
検
討
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
全
国
的
に
有
名
な
「
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
」
の
三
笠
高
校
が
当
会
と
し

て
初
め
て
食
育
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
７
日
、
場
所
は
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ま
ご
こ
ろ
き
っ
ち
ん
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
「
食
の
プ
ロ
」
を
目
指
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
ど
の
生
徒
も
真
剣

に
漁
業
士
の
説
明
を
聞
き
、
メ
モ
を
と
り
、
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

講
義
の
あ
と
の
調
理
。
プ
ロ
の
た
ま
ご
た
ち
は
、
提
供
し
た
ヒ
ラ
メ
と
ホ
タ
テ
ガ

イ
の
他
に
、
昼
間
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
営
業
で
使
っ
た
食
材
を
あ
っ
と
い
う
間
に
、
何

品
も
の
料
理
を
作
り
み
ん
な
で
試
食
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
風
景
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

魚
食
普
及
・
食
育
Ｐ
Ｒ
活
動

おいしく出来ました。ハア～！！ さぁ～みんなで試食　寿司、包み焼き、アヒージョ等々

漁業士によるヒラメ五枚卸実演

高校生レストランで出前授業を実施

部員による皮引き～薄切り

「食育・魚食普及研修会、料理教室」実績表　( 表 -1）
番号 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度

1
9 月 4 日（土）
ニセコ町
石狩後志漁業士会

7 月 9 日（土）
函館市
渡島漁業士会

7 月 21 日（土）
函館市
渡島漁業士会

7 月 6 日（土）
函館市
渡島漁業士会

5 月 8 日（木）
札幌市
渡島漁業士会

7 月 4 日（土）
函館市
渡島漁業士会

7 月 2 日（土）
函館市
渡島漁業士会

7 月 1 日（土）
函館市
渡島漁業士会

6 月 12 日（火）
中標津町
根室青年部

5 月 15 日（水）
中標津町
根室青年部

2
10 月 4 日（月）
せたな町
檜山漁業士会

9 月 3 日（土）
余市町
石狩後志漁業士会

9 月 8 日（土）
泊村
石狩後志漁業士会

9 月 7 日（土）
神恵内村
石狩後志漁業士会

7 月 5 日（土）
函館市
渡島漁業士会

9 月 12 日（土）
赤井川村
石狩後志漁業士会

9 月 11 日（日）
島牧村
石狩後志漁業士会

9 月 9 日（土）
共和町
石狩後志漁業士会

9 月 27 日（木）
八雲町（熊石）
檜山漁業士会

7 月 7 日（日）
三笠市
留萌漁業士会

3
11 月 20 日（土）
函館市
渡島青年部

10 月 21 日（金）
上ノ国町
檜山漁業士会

10 月 2 日（火）
乙部町
檜山漁業士会

10 月 4 日（金）
上ノ国町
檜山漁業士会

9 月 7 日（日）
積丹町
石狩後志漁業士会

9 月 28 日（月）
江差町
檜山漁業士会

9 月 19 日（月）
紋別市
北見女性部

9 月 24 日（日）
帯広市
十勝漁業士会

10 月 7 日（日）
帯広市
十勝漁業士会

9 月 7 日（土）
京極町
石狩後志漁業士会

4
10 月 7 日（木）
興部町
北見女性部

9 月 22 日（木）
函館市
渡島青年部

10 月 20 日（土）
旭川市
北見青年部

10 月 19 日（土）
旭川市
北見青年部

9 月 25 日（木）
厚沢部町
檜山漁業士会

10 月 17 日（土）
旭川市
北見青年部

9 月 28 日（水）
厚沢部町
檜山漁業士会

9 月 29 日（金）
上ノ国
檜山漁業士会

10 月 13 日（土）
旭川市
北見青年部

9 月 22 日（日）
帯広市
十勝管内漁業士会

5
10 月 9 日（土）
旭川市
北見青年部

10 月 8 日（土）
旭川市
北見青年部

10 月 30 日（火）
北見市
北見女性部

10 月 24 日（木）
安平町
胆振漁業士会

10 月 18 日（土）
旭川市
北見青年部

10 月 22 日（木）
北見市常呂町
北見女性部

9 月 30 日（金）
中標津町
根室青年部

10 月 14 日（土）
旭川市
北見青年部

10 月 23 日（火）
北見市（常呂）
北見女性部

10 月 25 日（金）
旭川市
宗谷青年部

6
11 月 4 日（木）
豊富町
宗谷漁業士会

10 月 12 日（水）
北見市常呂町
北見女性部

11 月 15 日（木）
稚内市
宗谷漁業士会

10 月 30 日（水）
北見市常呂町
北見女性部

10 月 27 日（月）
旭川市
宗谷青年部

10 月 27 日（火）
函館市
渡島青年部

10 月 15 日（土）
旭川市
北見青年部

10 月 18 日（水）
中標津
根室青年部

10 月 25 日（木）
旭川市
宗谷青年部

11 月 15 日（金）
函館市（予定）

7
11 月 7 日（日）
北見市常呂町
北見女性部

11 月 17 日（木）
稚内市
宗谷漁業士会

1 月 26 日（土）
石狩市
石狩後志漁業士会

10 月 31 日（木）
稚内市
宗谷漁業士会

10 月 27 日（月）
猿払村
宗谷漁業士会

10 月 30 日（金）
旭川市
宗谷青年部

10 月 26 日（水）
北見市
北見女性部

10 月 27 日（金）
旭川市
宗谷青年部

12 月 8 日（土）
釧路市
青年部道東
ブロック

11 月 27 日（水）
岩見沢市（予定）

8
11 月 12 日（金）
稚内市
宗谷漁業士会

1 月 24 日（火）
札幌市
石狩後志漁業士会

2 月 21 日（木）
福島町
渡島漁業士会

11 月 6 日（水）
稚内市
宗谷漁業士会

10 月 30 日（木）
北見市常呂町
北見女性部

12 月 12 日（土）
釧路市
根室青年部

11 月 6 日（日）
稚内市（千歳市）
宗谷青年部

10 月 31 日（火）
旭川市
留萌漁業士会

12 月 12 日（水）
室蘭市
胆振漁業士会

12 月 14 日（土）
釧路市（予定）
釧勝青年部連絡協
議会

9
11 月 26 日（金）
釧路市
釧勝女性部

2 月 23 日（木）
福島町
渡島漁業士会

12 月 12 日（木）
浦河町
日高漁業士会

11 月 6 日（木）
稚内市
宗谷漁業士会

1 月 29 日（木）
石狩市
石狩後志漁業士会

11 月 22 日（火）
函館市
渡島青年部

11 月 9 日（木）
函館市
渡島漁業士会

1 月 18 日（金）
札幌市
北海道漁業士会

2 月 29 日（水）
帯広市（予定）
釧勝青年部連絡協
議会

10
12 月 2 日（木）
新ひだか町
日高女性部

3 月 6 日（火）
利尻町
宗谷漁業士会

1 月 22・23 日
（水・木）　石狩市
石狩後志漁業士会

12 月 3 日（水）
登別市
胆振漁業士会

2 月 2 日（火）
松前町
渡島漁業士会

1 月 27 日（金）
石狩市
石狩後志漁業士会

1 月 20 日（土）
札幌市
北海道漁業士会

1 月 19 日（土）
札幌市
北海道漁業士会

未定
室蘭市（予定）
胆振地区青年部

11
1 月 14 日（金）
小樽市
石狩後志漁業士会

2 月 24 日（月）
福島町
渡島漁業士会

1 月 29 日（木）
石狩市
石狩後志漁業士会

2 月 25 日（木）
福島町
渡島漁業士会

2 月 1 日（水）
松前町
渡島漁業士会

１月 26 日（金）
石狩市
石狩後志漁業士会

2 月 8 日（金）
松前町
渡島漁業士会

12
2 月 28 日（金）
安平町
胆振漁業士会

3 月 5 日（木）
福島町
渡島漁業士会

2 月 23 日（木）
福島町
渡島漁業士会

2 月 8 日（木）
松前町
渡島漁業士会

2 月 23 日（土）
釧路市
釧勝青年部連絡協
議会

13
2 月 22 日（木）
福島町
渡島漁業士会

2 月 26 日（火）
福島町
渡島漁業士会

人数 カウントなし 381 人 274 人 488 人 431 人 586 人 511 人 504 人 550 人
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漁
師
に
な
り
た
い
人
々
と
浜
を
つ
な
ぐ
活
動

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会

１  
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
の
開
催
・
出
展

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
ｉｎ
さ
っ
ぽ
ろ

　

漁
師
に
な
り
た
い
人
と
漁
師
を
育
て
た
い
人
と
の
相
談
会
「
北
海
道
漁
業
就
業
支
援

フ
ェ
ア
」
を
５
月
26
日
（
日
）、
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌
で
開
催
し
ま
し
た
。
一

年
に
数
回
、
開
催
し
て
き
て
お
り
、
平
成
21
年
か
ら
数
え
て
、
今
回
が
27
回
目
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
の
出
展
団
体
（
育
て
た
い
人
＝
受
入
漁
家
）
は
、
28
団
体
で
、
来

場
者
（
な
り
た
い
人
＝
就
業
希
望
者
）
は
、
17
人
で
し
た
。

　

出
展
団
体
は
、
一
覧
に
示
し
た
と
お
り
、
日
本
海
地
域
が
７
か
所
と
多
く
、
太
平

洋
地
区
は
、
い
ぶ
り
と
え
り
も
の
２
カ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
え
り
も
地

区
の
参
加
が
急
増
し
て
い
る
の
は
、
漁
業
現
場
で
の
人
手
不
足
が
全
道
的
に
広
が
り

を
見
せ
て
い
る
現
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
、
北
海
道
東
部
地
区
へ
の
対
応

も
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
来
場
者
の
状
況
で
す
が
、
全
体
の
年
齢
幅
は
、
10

歳
代
〜
50
歳
代
で
、
20
歳
代
が
６
人
と
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
最
年
少
は
、
17
歳
（
高
校
生
）
で
最
高
齢
は
、

59
歳
（
元
公
務
員
）
で
し
た
。

　

相
談
会
の
後
の
指
名
確
認
会
議
で
出
展
団
体
か
ら
研
修

候
補
生
と
し
て
指
名
さ
れ
た
の
は
、
合
計
９
人
で
、
そ
の

内
訳
は
10
代
と
20
代
が
各
３
人
、
30
〜
50
代
が
各
１
人
で

し
た
。

　

フ
ェ
ア
終
了
後
、
出
展
団
体
と
指
名
さ
れ
た
研
修
候
補

生
で
最
終
確
認
が
行
わ
れ
た
結
果
、
９
人
中
、
５
人
が
マ
ッ

チ
ン
グ
し
、
親
方
の
元
で
新
規
漁
業
就
業
を
目
指
し
た
長

期
研
修
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。
最
速
で
は
、
７

月
１
日
か
ら
の
研
修
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
か
っ
た
10
代
の
２
人
は
、
在
学
中
の
学

生
で
あ
り
、
今
回
の

フ
ェ
ア
に
は
、
情
報

収
集
に
参
加
し
た
と

の
こ
と
で
し
た
。
こ

の
内
、
１
人
の
方
は
、

来
年
２
月
開
催
予
定

の
次
回
フ
ェ
ア
に
参

加
し
、「
本
格
的
な

漁
業
就
業
を
目
指
し

た
い
！
」
と
、
意
気

込
み
を
聞
か
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

所在市町村 漁協名 受入漁家数 募集漁業種類 備考

１ 石狩市 石狩湾 ３ ほたて養殖・刺し網・定置 支所含む

２ 泊村 古宇郡 １ 定置・底建

３ 寿都町 寿都町 ５ 定置・底建・ほたて養殖・かご

４ 登別市 いぶり中央 ２ 刺し網・たこ箱・かご 地区協議会

５ えりも町 えりも ８ 刺し網・かご

６ 利尻富士町 利尻 ３ こんぶ養殖・根付漁業
地区協議会

７ 利尻町 利尻 ２ こんぶ養殖・根付漁業

８ 遠別町 遠別 ３ ほたて養殖

９ 苫前町 北るもい １ 刺し網・なまこ桁網・たこ 天売支所

計 ９地区 ８漁協 28 団体

●フェア出展団体一覧（市町村別） 【2019. ５.26（日）開催】

令和元年 ７月 31 日現在

10代 20代 30代 40代 50代 合計 備考

来場者 ４ ６ ２ ２ ３ 17人 中学生２人は除く

指名 ３ ３ １ １ １ 9人 10代２人は在学中

マッチング １ ３ 0 0 １ 5人

■ 年代別の来場者と指名・マッチング状況

人数 年代

山崎副会長見せることも大事 相談コーナー（道水産経営課、漁業研修所、漁業就業支援協議会）
何でも聞いてみよう！  皆さん、お待ちしています。

杉西水産経営課長笑顔っていいね！「俺んとこ、来ないか」 来場者が絶えない人気ブース
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２  

長
期
研
修
の
実
施
状
況

３  

漁
業
就
業
・
暮
ら
し
体
験
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

　

国
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
実
施
さ
れ
て
い
る

長
期
研
修
に
は
、
研
修
期
間
が
１
年
間
の
雇
用

型
と
３
年
間
の
独
立
型
が
あ
り
ま
す
。
研
修
期

間
が
年
度
を
ま
た
い
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

継
続
と
新
規
と
に
区
別
し
て
い
ま
す
。

　

31
・
４
・
１
〜
元
年
・
７
・
１
で
は
、
継
続
と

新
規
を
合
わ
せ
、
雇
用
型
が
21
人
、
独
立
型
が

９
人
、
合
計
30
人
が
長
期
研
修
に
取
組
み
ま
し

た
。
平
成
30
年
度
か
ら
研
修
を
開
始
し
た
雇
用

型
の
７
人
は
、
全
員
、
31
年
度
の
前
半
で
研
修

修
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
内
、
３
人
を
道

費
の
長
期
研
修
（
60
日
〜
80
日
間
）
に
移
行
さ

せ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
３
名
の
研
修
生

は
、
引
き
続
き
新
規
就
業
を
目
指
す
事
と
な
り
、

そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
補
助
金
交
付
事
務
を
始
め
と

し
て
、
研
修
生
の
面
談
や
地
域
と
の
意
見
交
換
、

改
善
策
の
検
討
・
提
案
、
道
や
国
へ
の
要
請
活

動
等
を
実
施
し
、
新
規
漁
業
就
業
者
確
保
事
業

の
効
果
的
な
推
進
に
向
け
支
援
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
多
く
の
漁
業
就
業
者

が
誕
生
す
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
が
平
成
29
年
度
か
ら
新
た
に
実
施
し
て
い
る
「
漁
業
就
業
・
暮
ら
し
体
験

モ
デ
ル
事
業
」
を
令
和
元
年
度
も
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
が
道
か
ら
委
託
を

受
け
次
の
内
容
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
事
業
目
的
：
こ
れ
ま
で
漁
業
の
情
報
に
触
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
普
通
高
校
生
や
転

職
希
望
者
等
が
道
内
で
営
ま
れ
て
い
る
漁
業
の
就
業
体
験
や
漁
村
地
域
で
の
暮
ら
し

体
験
を
通
じ
て
、
実
際
の
仕
事
内
容
や
そ
の
地
域
で
の
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ

と
で
、
都
市
部
等
か
ら
の
移
住
定
住
を
促
進
し
、
新
た
な
担
い
手
と
な
り
得
る
人
材

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

・
今
年
度
計
画
し
て
い
る
事
業
内
容

　

４
市
町
で
、
７
月
か
ら
８
月
に
掛
け
て
６
人
が
１

週
間
程
度
、漁
家
に
寝
泊
ま
り
し
、ホ
タ
テ
養
殖
漁
業
、

い
か
釣
り
漁
業
や
天
然
の
ウ
ニ
・
コ
ン
ブ
漁
業
等
に

つ
い
て
体
験
し
た
り
、
地
元
市
町
の
生
活
環
境
に
触

れ
た
り
し
、
漁
村
地
域
で
の
体
験
を
実
施
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
実
際
に
体
験
し
た
漁
業
や
地
域
生
活
を
基

に
、
漁
業
就
業
へ
の
意
思
確
認
な
ど
を
通
じ
て
漁
業

研
修
な
ど
に
進
む
行
程
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

雇用型 独立型 小計 備考

H29（継続） ０ ５ ５人

H30（継続） ７ １ ８人 雇用７人の内、３人が道費研修へ

H31（新規）
10 ２ 12人 31. ２月フェアでマッチング

４ １ ５人 1. ５月フェアでマッチング

合計 21 ９ 30人

開始年度
研修の型

■ 31 年度当初からの長期研修の状況（人数） 2019 ～ 2020. ７. １

安全操業第一！

漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
出
展
者
・
来
場
者

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
結
果

　

フ
ェ
ア
開
催
時
に
は
、
毎
回
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布

･

回
収
し
、
意
見
等
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
結
果
を

簡
単
に
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
は
、
出
展
者
が
５
割
以
上
で
し
た

が
、
来
場
者
は
３
割
程
度
と
低
く
、
全
体
で
は
５
割
を
や
や

下
回
り
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
へ
の
感
想
や
意
見
と
し
て
、
開
催
時
期
や
場
所
に

つ
い
て
は
、
出
展
者
、
来
場
者
と
も
「
従
来
の
ま
ま
」
の
希

望
が
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
内
容
全
体
に
つ

い
て
は
、
出
展
者
か
ら
は
、「
来
場
者
が
少
な
い
」、
一
方
、

来
場
者
か
ら
は
、「
着
業
資
金
や
資
機
材
の
準
備
に
不
安
」

の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
就
業
相
談
と
は
別
に
漁
業
の
勉
強
の
た
め
に
参

加
し
た
中
学
生
（
２
名
）
か
ら
は
、「
漁
業
体
験
を
し
た
い
」

と
の
積
極
的
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
回
答
し
て
頂
い
た
皆
さ
ん
、
貴
重
な
ご
意

見
等
、
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま
し
た
。
今
回
の
結
果
を
参
考

に
、
今
後
の
改
善
に
役
立
て
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

配布数 回収数 回収率（%） 備考

出展者 44 24 54.5 受入漁家、漁協

来場者 19 ６ 31.6 就業希望者

全体 63 30 47.6

■ 漁業就業支援フェア、アンケート実施状況

対象 項目

2019．５．26

北海道漁業就業支援フェアチラシ

４  

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
総
会
の
開
催

　

年
二
回
、
開
催
し
て
お
り
、
３
月
に
は
、
当
年
度
の
事
業
実
施
状
況
と
来
年
度
の

実
施
計
画
に
つ
い
て
、
年
度
の
変
わ
っ
た
６
月
に
は
、
前
年
度
の
事
業
実
績
（
決
算
）

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
す
。

○
平
成
30
年
度　

第
二
回
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
通
常
総
会

　

平
成
31
年
３
月
12
日
、
15
時
00
分
〜　
　

第
二
水
産
ビ
ル
４
階
４
Ｓ
会
議
室

１
．
協
議
事
項

　
（
１
）
報
告　

　
　

①
平
成
30
年
度　

新
規
漁
業
就
業
者
確
保
事
業
（
国
費
）
実
施
状
況

　
　

②
平
成
30
年
度　

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
事
業
（
道
費
）
実
施
状
況

　
　

③
平
成
30
年
度　

漁
業
就
業
・
暮
ら
し
体
験
モ
デ
ル
事
業
（
道
委
託
）
実
施
状
況

　
（
２
）
議
案

　
　

①
平
成
31
年
度　

新
規
漁
業
就
業
者
確
保
事
業
（
国
費
）
実
施
計
画

　
　

  

②      

平
成
31
年
度　

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
（
道
費
）
実
施
計
画

　

質
問
等
は
な
く
、
議
事
事
項
は
事
務
局
案
ど
お
り
承 

   

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
３
）
役
員
改
選
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
案
ど
お
り
全
員
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

代
表
理
事
会
長　
　

川
崎　

一
好

　
　

代
表
理
事
副
会
長　

山
崎　

峰
男

　
　

監
事　

藤
原
隆
幸
（
信
漁
連
）、
津
田　

要
（
共

      

済
組
合
）

○ 

令
和
元
年
度　

第
一
回
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
総
会
（
書
面
総
会
）

　

令
和
元
年
７
月
２
日

　

 

事
前
（
６
月
26
日
）
に
監
査
を
実
施
し
、
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。　

１
．
議
事
事
項

　
　

①
平
成
30
年
度　

新
規
漁
業
就
業
者
確
保
事
業
実
績
書
（
国
費
）

　
　

②
平
成
30
年
度　

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
事
業
実
績
書
（
道
費
）

　
　

③ 

平
成
30
年
度　

漁
業
就
業
・
暮
ら
し
体
験
モ
デ
ル
事
業
実
績
書
（
道
委
託
）

　
　

④ 

監
事
の
選
任　

藤
原
監
事
の
辞
任
に
伴
い
、
三
河
康
則
監
事
（
信
漁
連
）
を
選
任

　　

配
布
し
た
議
事
資
料
に
つ
い
て
、
各
会
員
に
審
議
を
し
て
頂
い
た
結
果
、
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

北海道漁業就業支援協議会総会
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◎   

北
海
道
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
管
理

　

体
制
強
化
推
進
協
議
会

【
関
係
者
間
の
融
通
に
よ
る
第
５
管
理

　
　
　
　
　

期
間
の
割
当
量
に
つ
い
て
】

　

第
５
管
理
期
間
の
当
初
、
道
知
事
管
理
量
と

し
て
大
型
魚
２
９
１
・
３
ト
ン
、
小
型
魚
混
獲
管

理
分
と
し
て
11
・
３
ト
ン
が
国
か
ら
配
分
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
５
管
理
期
間
か
ら
配
分
量
の
融
通
が
ル
ー

ル
化
さ
れ
、
北
海
道
は
大
型
魚
２
９
１
・
３
ト
ン

の
う
ち
91
・
５
ト
ン
を
小
型
魚
へ
融
通
す
る
要

望
を
行
い
ま
し
た
。

　

水
産
庁
は
関
係
者
か
ら
の
こ
れ
ら
の
要
望
を

踏
ま
え
、
小
型
魚
の
混
獲
管
理
分
11
・
３
ト
ン

を
水
産
庁
の
留
保
枠
に
戻
し
、
新
た
に
小
型
魚

91
・
５
ト
ン
を
北
海
道
に
割
り
当
て
ま
し
た
。

採捕の種類
海　　　　域

（（総合）振興局管内沖合）

小型魚（３０ｋｇ未満） 大型魚（３０ｋｇ以上）

当初 変更 当初 変更

定置網
漁業を

除く採捕

渡島 0 35.72 109.45 90.994

檜山 0 0.5 1.0 1.2

石狩､ 後志 0 0.1 1.0 1.0

胆振 0 0.3 1.0 0.7

日高 0 0.1 1.0 1.0

十勝､ 釧路､ 根室､ オホーツク 0 0.0 0.5 0.5

宗谷 0 2.3 1.0 1.0

留萌 0 11.1 3.5 3.5

計 0 50.12 118.45 99.894

定置網
漁業による

採捕

渡島 0 34.68 109.45 80.706

檜山 0 0.1 1.0 0.2

石狩､ 後志 0 0.4 1.8 1.8

胆振 0 0.5 1.4 1.0

日高 0 0.1 1.2 1.2

十勝 0 1.2 1.0 0.7

釧路 0 0.5 1.7 1.6

根室 0 0.4 1.0 0.7

オホーツク 0 1.3 1.0 1.0

宗谷 0 0.4 1.0 0.7

留萌 0 0.3 1.0 1.0

計 0 39.88 121.55 90.606

●本道くろまぐろの第5管理期間の海域別割当量（8 月 21 日現在）	 （単位：トン）

※�北海道の海洋生物資源の保存及び管理に関する計画第１の別に定める「くろまぐろ」についてを基に作成。
※�上記表の他に､ 小型魚１. ５トン､ 大型魚９. ３トンを留保する。

〜
　
故
人
を
偲
ん
で
　
〜

お
二
人
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

〇 

山
田　

邦
雄　

氏

〇 

木
村　

茂
男　

氏

　

当
会
の
副
会
長
で
網
走
漁
協
前
組
合
長
の
山
田
邦
雄
氏
が
令
和
元
年
６
月

17
日
、
肺
炎
の
た
め
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
75
歳
。

　

山
田
氏
は
、
平
成
14
年
〜
平
成
31
年
の
長
期
間
に
亘
り
、
副
会
長
と
し
て

会
長
を
補
佐
し
、
当
会
の
円
滑
な
事
業
推
進
に
ご
尽
力
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
道
機
船
連
会
長
を
始
め
、
系

統
各
連
等
の
多
く
の
役
職
を
歴
任
し
、
水

産
業
の
振
興
・
発
展
に
多
大
な
る
功
績
を

残
し
た
こ
と
は
、
関
係
者
の
皆
様
の
知
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

当
会
の
前
総
務
部
長
で
あ
っ
た
木
村
茂
男
氏
が
令
和
元
年
６
月
17
日
、

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
71
歳
。

　

木
村
氏
は
、
道
職
員
退
職
後
、
そ
の
浜
目
線
の
仕
事
ぶ
り
が
評
価
さ
れ

本
会
に
奉
職
し
、
平
成
20
年
７
月
〜
平
成

26
年
６
月
、
総
務
部
長
と
し
て
業
務
推
進

の
要
と
し
て
ご
尽
力
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
穏
や
か
で
温
厚
な
人
柄
が
偲
ば
れ

ま
す
。

H25. ４　理事会H23.12　仕事納め

北海道水産会	No.272 発行日　令和元年9月1日
編　集　一般社団法人�北海道水産会
発　行　一般社団法人�北海道水産会
����　　��札幌市中央区北3条西7丁目1番地（北海道水産ビル内）
発行人　川崎一好
電　話　（011）271-5051
F�A�X　（011）271-5053
U�R�L　�http://h-suisankai.or.jp
印　刷　株式会社　水産北海道協会

クロマグロ  Thunnus  thynnus（Linnaeus）

※（地独）北海道総合研究機構提供

スズキ目 Perciformes  サバ科 Scombridae

胸びれは短い

第 1 背びれと第 2 背びれは
隣接する

体は全体が小さなうろこで
覆われる 尾柄の中央に顕著な隆起

び へい
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